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◀

ヒーロー・ヒロインインタビュー（与那原中３年生）

第34回 全国中学生なぎなた大会出場

中村 璃凜、金城 月奏、玉城 心音

15P

６月定例会 一般質問4〜14P

２〜３P 令和８年 第２回 定例会（６月議会）

２件の陳情審査・第２回 臨時会

地
元
の
若
き
セ
ー
ラ
ー
た
ち
世
界
の
海
へ
挑
戦

テ
ー
ザ
ー
級
世
界
選
手
権 
国
頭
大
会

テ
ー
ザ
ー
級
世
界
選
手
権 
国
頭
大
会

沖
縄
県
国
頭
村
オ
ク
マ 

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ビ
ー
チ
＆
リ
ゾ
ー
ト（
６
月
６
日
〜
12
日
）

沖
縄
県
国
頭
村
オ
ク
マ 

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ビ
ー
チ
＆
リ
ゾ
ー
ト（
６
月
６
日
〜
12
日
）

世
界
６
カ
国
か
ら
１
１
７
艇
が
参
加

知念高校ヨット部のみなさん

16
位
に
輝
い
た
野
原
愛
美 

選
手（
手
前
）／
平
良
海
咲 

選
手（
後
方
）ペ
ア

16
位
に
輝
い
た
野
原
愛
美 

選
手（
手
前
）／
平
良
海
咲 

選
手（
後
方
）ペ
ア

知念高校ヨット部顧問の
阿波連先生と作戦会議

レースに向けセッティング中

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
、ジ
ョ
ナ
サ
ン・

マ
ッ
キ
ー
選
手（
右
）に
質
問
攻
め
す
る
３
人

（
左
か
ら
＝
平
良
・
小
林
・
野
原
）選
手

招
待
参
加
し
た
知
念
高
校 

ヨ
ッ
ト
部 

第
10
レ
ー
ス
で

　

１
１
７
艇
中「
　
位
」

16

小
林
夢
奈 

選
手（
手
前
）／
平
良
海
咲 

選
手（
後
方
）

快挙!

全九州高校体育大会（九州総体）ヨット競技大会（2026年６月21日）

知念高校ヨット部   女子団体初優勝

平良・野原ペア  女子420級

初の頂点
に輝いた平

良海咲（左
）、野原愛

美（右）ペ
ア

小林シングルハンダー級

全国総体
へ ！  小林

夢奈
３位

優勝

夕
日
を
背
に
与
那
原
マ
リ
ー
ナ
で
練
習

照
屋
町
長
に
優
勝
報
告
と

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
報
告

ペ
ア
＆
シ
ン
グ
ル
の
３
人
は

　
　

練
習
で
も
息
が
ぴ
っ
た
り

続け後輩たち!! 次の舵取りは君たちだ!!続け後輩たち!! 次の舵取りは君たちだ!!203
4（令
和16）

年

 国民
スポー

ツ大会（沖縄）に向け

203
4（令
和16）

年

 国民
スポー

ツ大会（沖縄）に向け

なかむら　りりー きんじょう　るな たまき　 ことね



第
２
回 

定
例
会
（
６
月
議
会
）

令
和
８
年

令和８年 第２回 定例会（６月議会）

◎ 議案審議と議決結果

議案第25号

議案第26号

議案第27号

議案第28号

同意第2号

同意第3号

同意第4号

諮問第1号

諮問第2号

諮問第3号

承認第2号

承認第3号

与那古浜公園Park-PFI事業  特定公園施設建設譲渡契約について

令和８年度 与那原町一般会計補正予算（第１号）

令和８年度 与那原町一般会計補正予算（第２号）

副町長の選任について

教育委員会委員の任命について

教育委員会委員の任命について

人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員候補者の推薦について

専決処分の承認を求めることについて（与那原町税条例の一部を改正する条例）

令和８年度 沖縄県域GIGAスクール第２期学習者用端末等の調達業務物
品購入契約について

専決処分の承認を求めることについて
（与那原町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

事件番号 結　果事　　　　件　　　　　名

議案第27号（令和8年度 一般会計補正予算 第1号）に関する議員の賛否

喜
屋
武 

一
彦

新
垣　

真
一

城
間　

優
希

松
長　

康
二

仲
里　

賢
次

志
村　

幸
司

舩
谷　

政
喜

宮
里　

武
志

相
羽 

と
し
え

知
念　

正
成

古
堅　

亮
吉

町
田　

元
利

諸
見
里 

史
子

議決
結果

議案「第27号」に関する議員の賛否

原案可決 ○○○○

×

○○▲○○○○○
〇（賛成）　×（反対）　▲（棄権）

　６月に開催された定例会は６月２日（火）～５日（金）までの４日間の会期で開催され、報告４件、審議事
項として議案４件（補正予算含む）、同意３件、諮問３件、承認２件、陳情２件の合計14件が審議され、
全て賛成多数で可決されました。

　八重瀬町・与那原町学校給食センター整備・運営事業負担金（広域連携学校給食センター
整備事業）の債務負担行為に対する賛否討論。

賛成
理由

反対
理由

全
会
一
致
で
可
決
！

全会一致で

可決！

賛成多数で

可決！

［松長議員］
PFI 事業で整備される中、物価変動
に対しても1.5％以上の上昇があっ
た場合は見直しの条件があるだけで
なく、学校給食センターの早期改善
が必要なことから、少しでも前に進め
るべきである。

［仲里議員］
施工実績の不足と事業遂行能力に対する懸念として、
現時点で施工実績が確認できない事業者が選定される
恐れがあり、計画通りに工事が完了するのか非常に大
きな不安が残る。万が一、工期の遅延や施工不良を招
いた場合、そのツケを負うのは町民であり、子どもたちへ
の給食提供にも深刻な影響を及ぼす可能性がある。
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第
２
回 

臨
時
会

陳
情
令
和
８
年

令
和
８
年 

６
月
議
会

◎ 陳情２件の審査結果

議案第27号（令和8年度 一般会計補正予算 第1号）で実施される事業

令和８年 第２回 臨時会
６月26日に臨時会が開催され、議案１件が審議され可決されました。

公益社団法人沖縄県工業連合会、沖縄県JIS協会、沖縄県酒造組合
沖縄県商工会連合会、沖縄県商工会議所連合会、沖縄県中小企業団体中央会

日本の未来を守る会【提出者】

【提出者】

陳情
第７号

陳情
第11号

県産品の優先使用を求める陳情

選択的夫婦別姓制度の導入に反対することを求める陳情

　県産品の需要拡大、県内企業の育成・強化及び雇用を拡大し、本県経済の発展と活性化を目的
とする。また、沖縄県が策定した「新・沖縄21世紀ビジョン基本計画」において、ものづくり産業が
本県経済を支えるものとして位置づけられ、付加価値向上や持続的な発展の取り組みが示されてお
り、県内資金の流出防止や県民所得の向上を図り県民一体となった取り組みが求められている。

　選択的夫婦別姓制度について、家族や親族の一体感、子どもへの影響、我が国の文化や伝統を
守る観点から、国に対し現行の夫婦同姓制度を維持するよう求める意見書の提出を要望する陳情
です。
　陳情書では、姓は個人のみならず家族や親族のつながりを表すものであり、夫婦が別々の姓を名
乗ることにより、家族としての一体感や共同体意識が希薄になることへの懸念が示されています。
　また、子どもへの影響について、夫婦別姓となった場合には家族の一体感が損なわれる可能性が
あり、子どもの健全な成長や家庭環境に影響を及ぼすおそれがあるとしています。
　さらに、長年にわたり維持されてきた制度や文化、伝統を尊重すべきであり、利便性のみを理由
として制度を変更すべきではないとして、現行制度の維持を求めています。

６月の定例会で、総務財政常任委員会・建設文教常任委員会
による審査が行われました。

不採択

採択

建設文教常任委員会

陳情項目 １．選択的夫婦別姓制度を導入しないこと。
２．現行の夫婦同姓制度を維持すること。

総務財政常任委員会

日
本
の
伝
統
と
文
化
を
大
切
に…

・ 

家
族
の一
体
感
を
保
つ

・ 

子
ど
も
の
福
祉
へ
の
影
響

・ 

社
会
の
安
定
を
重
視

物価高騰の影響を最小限に抑えるため、給食賄費を増額し、学校
給食の質と量の安定を確保し、栄養バランスの取れた食育の機
会を継続的に提供し、安心して教育を受けられる環境を整える。
※物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金

町道森下1号線の沿道にまちづくりの検討を進めるため、地権者
への意向調査や実施手法の検討を行い、まちづくりの基本方針を
策定する。
※沖縄振興特別推進交付金事業

令和８年度
～令和10年度

事業名 事業期間 事業費事 業 内 容

700万円
（内国費560万円）

1,155万円
令和８年７月
～令和９年３月

学校給食食材料
費高騰支援事業

商 業 地 沿 道
まちづくり事業

◎ 議案審議と議決結果

議案第29号 令和８年度 与那原町情報機器等購入事業の契約について

事件番号 事　　　　件　　　　　名
全会一致で

可決！
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対
人
に
よ
る
相
談
し
や

す
い
仕
組
み
作
り
を

事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り

計
画
の
推
進
を

復興まちづくりのための事前準備ガイドライン

質
問　

今
年
は
戦
没
者
名
の
読
み
上

げ
が
実
施
さ
れ
な
い
よ
う
だ
が
何
故

か
。平
和
行
進
へ
の
一
般
参
加
な
ど
、よ

り
多
く
の
町
民
が
平
和
活
動
に
参
加
で

き
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
思

う
が
考
え
て
い
る
か
。

比
嘉
生
涯
学
習
振
興
課
長　

昨
年
は
終

戦
80
年
の
節
目
と
い
う
こ
と
で
実
施
し

た
。今
後
に
つ
い
て
は
町
民
か
ら
幅
広

く
意
見
を
伺
い
検
討
し
て
い
き
た
い
。

平
良
住
民
課
長　

平
和
行
進
は
県
遺
族

会
を
中
心
と
し
た
取
り
組
み
で
あ
る
た

め
一
般
参
加
は
難
し
い
が
、町
の
慰
霊

祭
へ
の
参
加
を
促
進
で
き
な
い
か
、町
遺

質問
答弁

慰
霊
祭
の
一
般
参
加
促
進
に
つ
い
て
遺
族
会
と
相
談
す
る ―

 

住
民
課
長

平
和
活
動
へ
の
参
加
者
拡
大
を
考
え
た
取
り
組
み
は

答弁

一
般

質

問

６
月
定
例
会

志 村 幸司
し　　むら　 こう　 じ

 議員

族
会
と
相
談
、調
整
を
し
て
い
く
。

質
問　

福
祉
課
を
中
心
に
様
々
な
相

談
対
応
を
し
て
い
る
が
、内
閣
府
や
調

査
会
社
の
発
表
に
よ
る
と
、相
談
が
し

難
い
繊
細
な
内
容
な
ど
は
Ａ
Ｉ
に
聞
く

人
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。Ａ
Ｉ
は
優

し
い
こ
と
を
言
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
動
い

て
お
り
、人
に
よ
る
対
応
が
重
要
に
な

る
。匿
名
相
談
が
出
来
る
仕
組
み
な
ど

導
入
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

岡
総
務
課
長　

各
課
で
ど
の
よ
う
な
機

能
が
必
要
な
の
か
、そ
し
て
実
行
す
る

場
合
に
係
る
費
用
は
ど
う
な
の
か
な

ど
、踏
ま
え
て
総
合
的
に
勘
案
し
て
い

く
。行
政
組
織
と
し
て
相
談
し
や
す
い

体
制
づ
く
り
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

昨
年
の
３
月
定
例
会
一
般
質
問

で
、能
登
半
島
の
地
震
災
害
か
ら
復
興

が
大
幅
に
遅
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、同

計
画
の
策
定
状
況
を
確
認
し
、順
次
取

り
組
ん
で
い
く
と
の
答
弁
を
い
た
だ
い

た
。そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。計

画
が
あ
っ
て
の
対
策
で
あ
り
、今
計
画
が

出
来
て
い
な
け
れ
ば
明
日
大
き
な
地
震

が
来
た
ら
間
に
合
わ
な
い
。取
り
組
み

が
で
き
て
い
な
い
な
ら
今
後
ど
う
進
め

て
い
く
の
か
。

安
仁
屋
生
活
環
境
安
全
課
長　
沖
縄
県

及
び
県
内
市
町
村
全
て
の
自
治
体
に
お

い
て
同
計
画
へ
の
取
り
組
み
は
な
さ
れ

て
い
な
い
。事
前
に
復
興
計
画
を
立
て

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
。広
域
災
害
と
な
る
た
め
、町
内

関
係
課
だ
け
で
な
く
、隣
町
村
と
も
認

識
の
共
有
を
図
っ
た
上
で
本
計
画
の
研

究
を
進
め
て
い
く
。ま
た
、策
定
の
た
め

の
財
政
的
支
援
策
も
国
か
ら
出
て
お

り
、そ
の
活
用
も
含
め
前
向
き
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

城
間
副
町
長　

全
国
的
に
も
策
定
し
て

い
る
自
治
体
は
少
な
い
が
、国
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
も
出
て
お
り
、事
前
調
査
な

ど
し
っ
か
り
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
。

国土交通省HPより

○復興まちづくりの体制や手順等を事前に検討しておくことで、被災後に早期かつ的確な市
　街地復興が可能となるよう、5つのポイントをガイドラインで明示（H30.7公表）
○また、復興事前準備の取組には、都市防災総合推進事業（防災・安全交付金）を活用可能

復興まちづくりを進めるにあたり、どのよう
な体制で、どの部署が主体となって進め
ていくのかを明確に決めておく。

復興体制の事前検討
どのような時期に、どのような対応が生じ
るのかを把握、整理し、どのような手順で
実施していくのかを決めておく。

復興手順の事前検討

どのような基礎データがあるのかを確認
し、まちの課題を分析する。
不足データの追加・充実、継続的な更新
等、基礎データを整備しておく。

基礎データの事前整理、分析
市町村での被害想定とまちの課題をもと
に、被災後の復興まちづくりの目標と実
施方針を検討しておく。

復興における目標等の事前検討

職員が市街地復興への理解と知見を
得るための、復興訓練を実施する。

復興訓練の実施

基礎
データ

復興事前準備の5つのポイント

訓練

目標

体制 手順

慰霊祭（主催者である遺族会会長の挨拶風景）

今年から町
民参加が

可能になっ
た慰霊祭

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り 
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９
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「
ご
み
袋
」個
数
制
限
で

 

　
　
　
ご
み
減
量
化
へ

「
町
内
バ
ス
」

　
安
全
確
保
の
徹
底
を

N予
定
地

予
定
地

給
水
地
下
ダ
ム
の
給
水
塔
設
置
で

農
業
従
事
者
の
負
担
軽
減
を
！

Google Maps

質
問　

１
年
前
の
一
般
質
問
で
、池
田

ダ
ム
か
ら
農
地
へ
の
給
水
を
提
案
し
た

が
、今
回
は
給
水
地
下
ダ
ム
の
給
水
塔

設
置
を
要
望
し
た
い
。

桑
江
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

地
下
タ
ン

ク
活
用
方
法
に
つ
い
て
の
意
見
も
い
た

だ
い
て
い
る
。給
水
塔
の
設
置
も
含
め
、

引
き
続
き
地
域
の
農
業
者
の
声
を
聞
き

な
が
ら
、可
能
な
範
囲
で
農
家
の
負
担

の
軽
減
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。現
在
、土
地
改
良
区
で
設
置
し
て

い
る
地
下
ダ
ム
か
ら
引
き
上
げ
る
も
の

に
関
し
て
は
、ポ
ン
プ
を
設
置
し
、各
農

家
の
畑
へ
引
け
る
よ
う
検
討
し
て
い
る

町政へここが聞きたい！

質問
答弁

給
水
地
下
タ
ン
ク
に
ポ
ン
プ
の
設
置
を
検
討 ―

 

ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長

給
水
塔
設
置
で
農
地
へ
給
水
を

一
般

質

問

６
月
定
例
会

町 田 元 利
まち     だ    もと     とし

 議員

段
階
で
あ
る
。

質
問　

現
在
、西
原
町
へ
新
炉
建
設
の

計
画
が
進
行
中
だ
が
、新
炉
の
供
用
開

始
が
令
和
19
年
度
と
、11
年
後
に
な
る
。

そ
れ
ま
で
老
朽
化
し
た
東
部
環
境
美
化

セ
ン
タ
ー
を
維
持
し
な
い
と
い
け
な
い
。

修
理
費
が
か
さ
め
ば
、町
に
も
負
担
が

増
す
と
思
う
が
、本
町
と
し
て
の
取
り

組
み
を
伺
い
た
い
。

安
仁
屋
生
活
環
境
安
全
課
長　

東
部

環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
施
設
の
適
切
な
維

持
管
理
の
た
め
に
、最
も
効
果
的
な
条

件
と
し
て
、構
成
市
町
村
１
市
３
町
全

体
に
お
け
る
ご
み
総
搬
入
量
の
抑
制
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。特
に
可
燃
ご
み
に

混
入
し
て
い
る
紙
、布
類
や
ビ
ニ
ー
ル
、

合
成
樹
脂
類
の
資
源
化
の
促
進
な
ど
、

近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
事
業
系
ご
み
量

の
削
減
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

提
言　

ご
み
減
量
化
の
観
点
か
ら
、１

世
帯
あ
た
り
１
日
に
出
す
、ご
み
袋（
５

個
）制
限
を
見
直
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問　

令
和
８
年
５
月
６
日
に
福
島

県
で
発
生
し
た
新
潟
市
の
北
越
高
校
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
事
故
を
受
け
、本
町
の
対

応
を
伺
い
た
い
。

山
城
学
校
教
育
課
長　

本
町
の
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
貸
し
出
し
に
つ
い
て
、事
故
を
起

こ
し
た
場
合
の
緊
急
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
、運
転
記
録
簿
に
貼
り
つ
け
、

緊
急
時
対
応
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

提
言　

町
内
バ
ス
や
貸
し
出
し
バ
ス
に

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
設
置
し
て
ほ

し
い
。与

那
原
町
歌
の
知
名
度
ア
ッ
プ

与
那
原
バ
イ
パ
ス
外
灯
の
増
設

そ
の
他
の
質
問

※

南
部
６
自
治
体
の「
新
ご
み
処
理
施
設（
焼

　

却
炉
）」が
西
原
町
小
那
覇
地
区
に
決
定
。

　

新
焼
却
炉
は
２
０
３
７（
令
和
19
）年
度
供

　

用
開
始
予
定
。

太陽石油（株）
沖縄事業所

西原浄化
センター

エッカ石油（株）
西原事業所

金秀商事（株）本社

西原東中学校
西原ファーム

西
原
町

小
那
覇
地
区

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り 

（
令
和
８
年
９
月

・
１
５
０
号
）
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与
那
原
大
綱
曳
の
歴
史
と

　
伝
統
を
正
し
く
学
ぼ
う

パ
ラ
オ
共
和
国
と
の
友
好

提
携
を
結
ん
で
み
て
は

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
利
用
で

保
護
者
の
育
児
負
担
を
軽
減
！

多
く
の
保
護
者
が
利
用
で
き
る
よ
う
保
育
士

の
雇
用
対
策
を
！（
写
真
＝
阿
知
利
保
育
園
）

国
ス
ポ
開
催
に
向
け
て

　
　
　
　
環
境
整
備
を

パラオ日本親善
ヨットレースに
参加した当時の
与那原中学生

質
問　

阿
知
利
保
育
園
に
聞
き
取
り

を
し
た
と
こ
ろ
、利
用
者
は
子
育
て
に

余
裕
が
生
ま
れ
て
喜
ん
で
い
る
一
方
、保

育
士
の
一
人
は
非
常
勤
で
、申
請
の
あ

る
時
の
み
雇
用
、キ
ャ
ン
セ
ル
が
あ
っ
た

場
合
は
賃
金
が
発
生
し
な
い
。不
安
定

質問
答弁

よ
り
周
知
し
保
育
士
安
定
雇
用
を
進
め
た
い ―

 

子
育
て
支
援
課
長

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」の
課
題
解
決
方
法
は

答弁

一
般

質

問

６
月
定
例
会

相羽としえ
あい  ば

 議員

な
雇
用
体
系
で
は
保
育
士
確
保
が
難
し

い
と
感
じ
た
が
。

新
里
子
育
て
支
援
課
長　

制
度
の
周
知

を
広
め
安
定
的
な
運
営
、利
便
性
の
向

上
を
図
り
、利
用
率
を
上
げ
て
雇
用
安

定
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

質
問　

セ
ー
リ
ン
グ
競
技
会
場
が
与
那

原
マ
リ
ー
ナ
で
決
定
、今
後
ど
の
よ
う

な
環
境
整
備
が
で
き
る
の
か
。

比
嘉
生
涯
学
習
振
興
課
長　

県
と
意
見

交
換
し
な
が
ら
、艇
庫
や
更
衣
室
、ト
イ

レ
、ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
ハ
ー

ド
面
を
、町
と
し
て
は
お
も
て
な
し
体

制
の
整
備
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

質
問　

地
元
開
催
は
選
手
、指
導
者
な

ど
人
材
育
成
、競
技
力
強
化
が
必
要
。

補
助
金
の
活
用
は
。

比
嘉
生
涯
学
習
振
興
課
長　
人
材
育
成

は
不
可
欠
。県
、競
技
団
体
を
含
む
関

係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、補
助
金
の

活
用
、競
技
力
向
上
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

モ
デ
ル
地
域
と
し
て
推
進
し
て
ほ
し
い

と
相
談
し
た
と
こ
ろ
、町
と
共
同
で
交

流
事
業
を
立
ち
上
げ
る
手
も
あ
る
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
が
。

桑
江
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

県
と
の
話

し
合
い
を
含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

照
屋
町
長　

む
し
ろ
積
極
的
に
働
き
か

け
て
い
き
た
い
。

質
問　

今
年
、４
年
生
が
田
植
え
を
し

な
か
っ
た
理
由
は
。

桑
江
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

教
職
員
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
過
度
な
管
理
負
担
や

新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
転
換
を
図
る

と
聞
い
て
い
る
。

質
問　

本
町
に
勤
務
さ
れ
る
先
生
た
ち

に
、大
綱
曳
の
歴
史
、係
の
役
割
、東
西

ど
う
分
か
れ
て
い
る
の
か
を
正
し
く
学

ん
で
も
ら
い
、町
の
誇
り
を
大
切
に
育
て

て
い
っ
て
ほ
し
い
が
。

大
浜
教
育
指
導
主
事　

親
川
広
場
や

大
綱
曳
資
料
館
を
活
用
し
、現
地
研
修

を
行
っ
て
い
る
。

フ
ッ
化
物
洗
口
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

質
問　

沖
縄
県
は
、２
０
２
２
年
パ
ラ

オ
と
Ｍ
Ｏ
Ｕ（
覚
書
）を
締
結
。本
町
で

は
、沖
縄
ー
パ
ラ
オ
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
の
開

催
、パ
ラ
オ
日
本
親
善
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
に

当
時
の
与
那
原
中
学
生
が
参
加
、春
に

は
パ
ラ
オ
の
伝
統
船
が
入
港
す
る
な

ど
、良
好
な
関
係
が
続
い
て
い
る
。県
の

平
和
地
域
外
交
推
進
課
に
Ｍ
Ｏ
Ｕ
の
一

環（
町
の
交
流
事
業
）と
し
て
、本
町
を

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り 

（
令
和
８
年
９
月

・
１
５
０
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学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

整
備
・
運
営
事
業
費
は

公
園
清
掃
管
理
業
務

　
人
件
費
の
適
正
化
を

質
問　

経
済
波
及
効
果
な
ど
の
定
量

的
効
果
が
算
定
中
の
段
階
で
住
民
意

見
を
募
り
、説
明
会
を
開
催
す
る
手
法

は
十
分
な
情
報
公
開
に
基
づ
か
ず
、合

意
形
成
手
続
き
と
し
て
不
適
切
で
あ

る
。な
ぜ
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
意
見
募
集

や
住
民
説
明
会
を
強
行
し
た
の
か
。

饒
平
名
企
画
政
策
課
長　

県
は
、事
業

ス
キ
ー
ム
変
更
に
対
す
る
住
民
意
見
を

先
に
確
認
す
る
こ
と
が
効
率
的
と
考

え
、住
民
説
明
会
を
開
催
し
た
と
伺
っ

て
い
る
。

質
問　

客
観
的
な
効
果
が
算
定
中
と

な
っ
て
お
り
、そ
の
提
示
な
き
住
民
合
意

町政へここが聞きたい！

質問
答弁

県
側
は「
事
業
枠
組
み
の
意
見
先
行
が
効
率
的
」と
主
張 ―

 

企
画
政
策
課
長

経
済
波
及
効
果
の
提
示
な
き
住
民
説
明
会
は「
不
適
切
」

一
般

質

問

６
月
定
例
会

仲 里 賢 次
なか　 ざと　けん　 じ

 議員

形
成
手
続
き
の
妥
当
性
と
再
実
施
の
要

求
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

饒
平
名
企
画
政
策
課
長　

経
済
波
及

効
果
算
定
後
に
公
表
さ
れ
る
た
め
、本

町
と
し
て
、県
の
進
め
方
は
問
題
な
い

と
い
う
認
識
で
あ
る
。

業
者
側
の
設
計
・
施
工
ミ
ス
や
工
期
の

遅
れ
が
原
因
で
生
じ
る
い
か
な
る
追
加

費
用
に
対
し
、後
か
ら
増
額
補
正
予
算

を
組
ん
で
町
民
の
税
金
を
追
加
投
入
す

る
こ
と
は
絶
対
な
い
と
言
い
切
れ
る
か
。

仲
宗
根
公
共
施
設
課
長　

契
約
事
項
に

則
り
、リ
ス
ク
表
に
基
づ
い
て
対
応
し
て

お
り
、事
業
者
側
が
起
因
す
る
場
合
は

原
則
と
し
て
事
業
者
が
責
任
を
負
う
。

質
問　
建
設
費
の
坪
単
価
に
つ
い
て
、県

が
計
画
す
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
は
坪
単

価
２
５
０
万
〜
３
０
０
万
円
を
想
定
。

離
島
で
の
高
級
内
装
を
施
し
た
ラ
グ

ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
で
す
ら
坪
単
価
３

５
０
万
円
程
度
が
実
勢
相
場
で
あ
る

が
、な
ぜ
給
食
セ
ン
タ
ー
は
こ
れ
ら
を

上
回
る
約
４
６
０
万
円
と
い
う
非
常
に

高
額
な
坪
単
価
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

仲
宗
根
公
共
施
設
課
長　
基
本
計
画
時

点
で
う
る
ま
市
、糸
満
市
を
参
考
に
積

み
上
げ
た
結
果
、建
設
坪
単
価
は
約
３

０
０
万
円
。約
４
６
０
万
円
と
い
う
の

は
厨
房
機
器
や
造
成
、そ
の
他
の
工
事

費
を
含
め
た
単
価
で
あ
る
。

質
問　
当
添
公
民
館
の
受
託
費
は
年
額

27
万
円
と
低
額
で
あ
る
。公
共
施
設
の

保
全
業
務
を
委
託
積
算
す
る
際
の
直
接

人
件
費「
建
築
保
全
業
務
労
務
単
価
」

を
用
い
て
算
出
す
る
な
ど
、委
託
料
の

引
き
上
げ
や
適
正
化
が
出
来
な
い
か
。

金
城
ま
ち
づ
く
り
課
長　

昨
今
の
物
価

高
騰
や
人
件
費
高
騰
の
影
響
を
受
け
、

他
の
区
か
ら
も
委
託
料
引
き
上
げ
の
要

望
が
あ
る
た
め
、次
年
度
に
向
け
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

執
行
部
が
リ
ス
ク
を
把
握
し
な

が
ら
、あ
え
て
要
求
水
準
を
下
げ
、事
業

者
の
ハ
ー
ド
ル
を
甘
く
し
た
結
果
、事

令和８年度建築保全業務労務単価
● 全国、全職種平均
　　　19,540円
● 令和７年度比
　　　   ＋８.５%

国土交通省HPより抜粋

※全国の10地区、３職種別単価

本町（8,400円/日）

11,799

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R02 R03 R04 R05 R06 R07 R08

12,398 12,578 12,695 12,861 13,126 13,679
14,083 14,278 14,852

15,603 16,612
18,002

19,540

平成25年度から14年連続の上昇

【建築保全業務労務単価全国全職種平均値の推移】20000

15000

10000

5000

0

職種
保全技師等
清掃員
警備員

24,787円
16,793円
17,040円

＋7.7
＋9.4
＋9.1

全国平均 令和７年度比

223件/年間

98万人/年間

551億円/年間

算定中

〃

〃

催事件数

参加人数

経済波及効果

項　目
効　　果

前回
（令和４年時点）

今回
（令和８年時点）

経済波及効果等の定量的効果

最も重要な判断基準が算定中最も重要な判断基準が算定中

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り 

（
令
和
８
年
９
月

・
１
５
０
号
）
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上
の
森
公
園
Ｐａ
ｒ
ｋ-

Ｐ
Ｆ
Ｉ

　
　
　

事
業
の
見
直
し
を

質
問　
「
福
祉
バ
ス
」
は
以
前
か
ら
一
般

の
方
々
も
利
用
で
き
る
よ
う
提
案
し
て

い
る
が
、
一
括
交
付
金
を
活
用
し
た
事

業
で
、
実
証
実
験
と
い
う
形
の
運
用
と

な
っ
て
い
る
の
が
現
状
。当
初
か
ら
現
在

ま
で
の
取
り
組
み
と
し
て
、増
便
、日
曜

日
運
行
な
ど
、
様
々
な
実
証
実
験
を

行
っ
て
き
た
が
、
次
年
度
に
向
け
た
計

画
や
取
り
組
み
は
。

具
志
堅
福
祉
課
長　

令
和
７
年
度
は

「
日
曜
日
運
行
」。令
和
８
年
度
中
に

「
時
短
運
行
」
を
実
施
す
る
予
定
で
あ

る
。次
年
度
に
向
け
て
は
、今
年
度
の
利

用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、利
用

質問
答弁

令
和
８
年
度
は「
時
短
運
行
」を
実
施
予
定
で
あ
る ―
 

福
祉
課
長

「
福
祉
バ
ス
」次
年
度
の
取
り
組
み
は

答弁

一
般

質

問

６
月
定
例
会

松 長 康 二
まつ　 なが　 こう　 じ

 議員

質
問
・
提
言　

総
務
委
員
会
の
な
か
で

も
提
案
し
た
が
、
実
証
実
験
と
し
て
近

隣
の
西
原
町
・
南
風
原
町
の
大
型
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
南
城

市
の
温
泉
施
設
ま
で
延
伸

し
た
り
、
町
内
を
一
周
す

る
の
に
時
間
が
長
い
と
い

う
声
が
あ
れ
ば
、
運
行
台

数
を
増
や
す
な
ど
、
今
後

を
見
据
え
た
取
り
組
み
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

具
志
堅
福
祉
課
長　

福
祉

バ
ス
を
１
台
増
や
す
こ
と

で
、
年
間
約
５
０
０
万
円

の
予
算
増
と
な
る
見
込

み
。ま
た
、近
隣
市
町
村
の

施
設
な
ど
へ
乗
り
入
れ
る

場
合
は
、
当
初
福
祉
バ
ス

を
導
入
す
る
時
に
公
共
交

通
、路
線
バ
ス
、タ
ク
シ
ー

会
社
と
の
協
議
の
な
か

で
、
通
常
の
公
共
や
既
存

の
路
線
バ
ス
の
ル
ー
ト
に

支
障
が
な
い
よ
う
事
業
を

質
問　

前
回
質
問
し
た
「
上
の
森
公
園

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ-

Ｐ
Ｆ
Ｉ
」だ
が
、
今
定
例
会

で
補
正
予
算
に
上
っ
て
い
る「
商
業
地
の

ま
ち
づ
く
り
事
業
」で
、
森
下
１
号
線
の

拡
張
の
た
め
、
聞
き
取
り
を
行
い
た
い

と
の
事
だ
が
、
拡
張
事
業
が
行
わ
れ
る

か
現
時
点
で
は
未
定
だ
が
、
拡
張
が
現

実
に
な
る
場
合
も
含
め
、「
上
の
森
公
園

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ-

Ｐ
Ｆ
Ｉ
」に
取
り
組
む
べ
き
で

あ
る
。拡
張
に
合
わ
せ
て
、
上
の
森
公
園

内
の
コ
ン
ビ
ニ
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、遊
具
、

ト
イ
レ
な
ど
の
配
置
全
体
を
改
め
て
見

直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

金
城
ま
ち
づ
く
り
課
長　

コ
ン
ビ
ニ
の

配
置
案
に
つ
い
て
は
、福
祉
セ
ン
タ
ー
側

や
オ
リ
オ
ン
通
り
側
の
駐
車
場
な
ど
も

含
め
検
討
を
行
っ
た
が
、事
業
者
へ
の
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
の
結
果
、全
て
の
事

業
者
が「
現
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
側
へ
の
設
置

が
採
算
性
が
見
込
め
る
」
と
の
回
答
が

寄
せ
ら
れ
た
の
で
、
現
状
の
配
置
計
画

を
見
直
す
予
定
は
な
い
。

者
の
声
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、「
町
内

バ
ス
導
入
検
討
委
員
会
」
で
検
討
・
決

定
し
て
い
く
。⑥板良敷バス停

⑦サンエー板良敷店

⑤大見武集落センター

⑥大見武区三班掲示板

⑦与那原中央病院

⑧浜田区公民館

⑨与原区公民館

　⑩サンエーV21与那原店

⑧県営第二団地

⑪当添バス停

⑫南板良敷バス停
⑱JAファーマーズ

⑨当添公園

⑩ビッグ

⑥-2おもと会 第11駐車場

⑲なかだ内科クリニック

⑲-2よなみね眼科

⑳-2江口４班掲示板

②Diva

⑳コロニー児童
デイサービス中島

東
コ
ー
ス

西
コ
ー
ス

⑬
板
良
敷
バ
ス
停

⑮
江
口
団
地

⑯
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

　

与
那
原
店

⑬
東
浜
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

⑭
丸
大
与
那
原
東
店

①-

２
観
光
交
流
施
設

①-

２
観
光
交
流
施
設

②
軽
便
駅
舎

④
須
利
原
団
地

③
新
島
区
事
務
所

④
フ
ト
ン
巻
き
の
ジ
ロ
ー

⑤
海
風
児
童
館

③
旧
仲
嶺
商
店（
港
区
）

②
Ｄ
ｉ
ｖ
ａ

　阿知利団地21

　県営団地22

　ひざし23
　ひざし22

　上与那原区公民館21

　大里入り口バス停19

　与原バス停15

　中村内科クリニック18

　与那原町
コミュニティーセンター

17

　ローソン
シーサイド与那原店

16

　⑧-2子育て支援センター
浜田ハピネス認定こども園内

　サンエー嶺井店20

⑫
い
じ
ゅ
の
木
薬
局

⑪
か
ね
ひ
で
よ
な
ば
る
市
場

西 東⑭ ⑰マリンプラザ東浜
※乗り換えできます

西 東①与那原町役場
※乗り換えできます

乗り換え
できます

乗り換え
できます

行
う
と
い
う
話
も
あ
っ
た
が
、
運
行
増

台
や
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
再
度
検
討
・

調
整
を
行
う
。

実証実験中の「福祉バスコース」近隣大型施設へ延伸を！

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り 

（
令
和
８
年
９
月

・
１
５
０
号
）

８



東
浜
水
路
の
管
理
と

　
環
境
問
題
の
対
応
は

質
問　

商
業
地
域
の
「
再
開
発
」
を
行

う
と
聞
い
て
い
る
が
、
詳
細
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

金
城
ま
ち
づ
く
り
課
長　

商
業
地
域
の

全
面
的
な「
再
開
発
」を
行
う
わ
け
で
は

な
く「
地
区
計
画
」の
導
入
を
検
討
し
て

い
る
。商
業
と
宅
地
の
混
在
を
解
決
す

る
、
土
地
利
用
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

都
市
計
画
法
の
一
つ
で
あ
る
。導
入
に
あ

た
っ
て
は
、
住
民
の
合
意
形
成
や
将
来

像
の
策
定
が
必
要
な
た
め
、
実
現
に
は

一
定
の
時
間
を
要
す
る
見
込
み
で
あ

る
。今
年
度
か
ら
始
ま
る「
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」の
改
定
に
合
わ
せ
て
計

町政へここが聞きたい！

質問
答弁

「
再
開
発
」で
は
な
く
課
題
解
決
の
た
め「
地
区
計
画
」を
検
討―

 

ま
ち
づ
く
り
課
長

商
業
地
域
の「
再
開
発
」は
ど
う
な
っ
て
い
る

質
問　
「
福
祉
バ
ス
」
は
以
前
か
ら
一
般

の
方
々
も
利
用
で
き
る
よ
う
提
案
し
て

い
る
が
、
一
括
交
付
金
を
活
用
し
た
事

業
で
、
実
証
実
験
と
い
う
形
の
運
用
と

な
っ
て
い
る
の
が
現
状
。当
初
か
ら
現
在

ま
で
の
取
り
組
み
と
し
て
、増
便
、日
曜

日
運
行
な
ど
、
様
々
な
実
証
実
験
を

行
っ
て
き
た
が
、
次
年
度
に
向
け
た
計

画
や
取
り
組
み
は
。

具
志
堅
福
祉
課
長　

令
和
７
年
度
は

「
日
曜
日
運
行
」。令
和
８
年
度
中
に

「
時
短
運
行
」
を
実
施
す
る
予
定
で
あ

る
。次
年
度
に
向
け
て
は
、今
年
度
の
利

用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、利
用

一
般

質

問

６
月
定
例
会

古 堅 亮 吉
ふる　 げん   あき   よし

 議員

質
問
・
提
言　

総
務
委
員
会
の
な
か
で

も
提
案
し
た
が
、
実
証
実
験
と
し
て
近

隣
の
西
原
町
・
南
風
原
町
の
大
型
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
南
城

市
の
温
泉
施
設
ま
で
延
伸

し
た
り
、
町
内
を
一
周
す

る
の
に
時
間
が
長
い
と
い

う
声
が
あ
れ
ば
、
運
行
台

数
を
増
や
す
な
ど
、
今
後

を
見
据
え
た
取
り
組
み
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

具
志
堅
福
祉
課
長　

福
祉

バ
ス
を
１
台
増
や
す
こ
と

で
、
年
間
約
５
０
０
万
円

の
予
算
増
と
な
る
見
込

み
。ま
た
、近
隣
市
町
村
の

施
設
な
ど
へ
乗
り
入
れ
る

場
合
は
、
当
初
福
祉
バ
ス

を
導
入
す
る
時
に
公
共
交

通
、路
線
バ
ス
、タ
ク
シ
ー

会
社
と
の
協
議
の
な
か

で
、
通
常
の
公
共
や
既
存

の
路
線
バ
ス
の
ル
ー
ト
に

支
障
が
な
い
よ
う
事
業
を

質
問　

前
回
質
問
し
た
「
上
の
森
公
園

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ-

Ｐ
Ｆ
Ｉ
」だ
が
、
今
定
例
会

で
補
正
予
算
に
上
っ
て
い
る「
商
業
地
の

ま
ち
づ
く
り
事
業
」で
、
森
下
１
号
線
の

拡
張
の
た
め
、
聞
き
取
り
を
行
い
た
い

と
の
事
だ
が
、
拡
張
事
業
が
行
わ
れ
る

か
現
時
点
で
は
未
定
だ
が
、
拡
張
が
現

実
に
な
る
場
合
も
含
め
、「
上
の
森
公
園

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ-

Ｐ
Ｆ
Ｉ
」に
取
り
組
む
べ
き
で

あ
る
。拡
張
に
合
わ
せ
て
、
上
の
森
公
園

内
の
コ
ン
ビ
ニ
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、遊
具
、

ト
イ
レ
な
ど
の
配
置
全
体
を
改
め
て
見

直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

金
城
ま
ち
づ
く
り
課
長　

コ
ン
ビ
ニ
の

配
置
案
に
つ
い
て
は
、福
祉
セ
ン
タ
ー
側

や
オ
リ
オ
ン
通
り
側
の
駐
車
場
な
ど
も

含
め
検
討
を
行
っ
た
が
、事
業
者
へ
の
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
の
結
果
、全
て
の
事

業
者
が「
現
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
側
へ
の
設
置

が
採
算
性
が
見
込
め
る
」
と
の
回
答
が

寄
せ
ら
れ
た
の
で
、
現
状
の
配
置
計
画

を
見
直
す
予
定
は
な
い
。

画
を
進
め
て
い
く
。

質
問　

国
の
方
針
で
あ
る
「
市
街
地
整

備
２
・
０
（
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事

業
・
権
利
交
換
方
式
用
地
買
収
等
）」

の
手
法
で
行
っ
て
い
く
の
か
。

金
城
ま
ち
づ
く
り
課
長　

今
回
の
整
備

に
関
し
て
は
、
そ
の
手
法
は
採
用
し
な

い
。商
工
会
が
令
和
５
年
度
か
ら
検
討

し
、
進
め
て
い
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
建
設
に
伴

う
人
や
業
者
の
進
出
に
よ
る「
乱
開
発
」

を
防
ぐ
た
め
、
住
民
と
意
見
交
換
会
を

重
ね
、建
物
の
高
さ
、用
途
の
制
限
な
ど

を
地
区
計
画
に
取
り
入
れ
る
手
法
で
検

討
す
る
。

質
問　
昔
、
賑
わ
っ
た
商
店
街
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
る
と
思
う
が
、そ
れ
に
向
け
て

の
整
備
な
の
か
。

金
城
ま
ち
づ
く
り
課
長　
か
つ
て
賑
わ
っ

た
商
店
街
の
よ
う
な
活
気
を
取
り
戻
す

方
向
へ
誘
導
す
る
計
画
で
あ
る
。住
宅

と
商
業
地
が
混
在
す
る
現
在
の
状
況
を

踏
ま
え
、
地
域
に
適
し
た
利
用
や
活
性

化
を
目
指
し
、進
め
て
い
く
。

質
問　

東
浜
水
路
と
海
底
の
管
理
は

ど
こ
が
行
っ
て
い
る
か
。

安
仁
屋
生
活
環
境
安
全
課
長　
東
浜
水

路
と
海
底
管
理
は
、
沖
縄
県
港
湾
課
が

行
っ
て
い
る
。

質
問　

水
路
の
浚
渫
の
進
行
状
況
は
。

安
仁
屋
生
活
環
境
安
全
課
長　
与
那
原

町
・
西
原
町
・
沖
縄
県
の
３
者
で
構

成
す
る
協
議
会
で
土
砂
の
流
入
や
悪
臭

な
ど
、
課
題
の
解
決
に
向
け
て
連
携
し

て
い
る
。沖
縄
県
で
は
今
年
度
、
水
路
の

一
部
区
域
で
浚
渫
工
事
に
向
け
た
調
査

を
予
定
し
て
い
る
。

質
問　
「
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
ま

ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
」で
、
東
浜
水
路
を

ブ
ル
ー
パ
ス
と
位
置
づ
け
、
水
辺
の
回

廊
空
間
の
創
出
計
画
を
し
て
い
る
が
、

具
体
的
な
整
備
計
画
は
。

金
城
ま
ち
づ
く
り
課
長　

御
殿
山
親
水

公
園
、新
島
区
か
ら
港
区
ま
で
の
護
岸
、

休
憩
施
設
、
歩
道
な
ど
の
散
策
路
整
備

を
進
め
て
い
る
。沖
縄
県
は
、
朝
日
が
快

適
に
望
め
る
場
所
の
設
置
、
景
観
を
損

ね
る
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
な
ど
を
隠
す
整
備

な
ど
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
が
、具
体

的
な
工
事
、
内
容
や
場
所
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
。

し
ゅ
ん
せ
つ

波
力
発
電
の
現
状
、調
査
結
果
は

そ
の
他
の
質
問

東
浜
水
路
の
土
砂
の
流
入
や
悪
臭
問
題

な
ど
、
水
路
の
一
部
を
今
年
度
調
査
予
定

者
の
声
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、「
町
内

バ
ス
導
入
検
討
委
員
会
」
で
検
討
・
決

定
し
て
い
く
。

行
う
と
い
う
話
も
あ
っ
た
が
、
運
行
増

台
や
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
再
度
検
討
・

調
整
を
行
う
。

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り 

（
令
和
８
年
９
月

・
１
５
０
号
）
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ひ
と
り
親
家
庭
の

　
　
　
　
就
労
支
援
を

猫
被
害
へ
の
対
策
を

補助率は1/2で負担を軽減 ！
新たに“空調設備整備臨時特例交付金” 
を創設し、補助率1/2での整備が可能。

1

補助単価が従来よりアップ ！
従来の空調単価の約1.5倍に設定
（35,000円/㎡前後→53,000円/㎡前後）

2

断熱性の確保は後年度実施が可能に ！
空調の設置年度とは異なる年度に実施、
建物の実情に応じた工法による断熱性の
確保など柔軟な整備が可能。

3

地方負担額の100%に地方債
の充当が可能に！
実質地方負担は25%※となるため、初期投
資費用が抑えられ後年度負担も平準化。
※後年度の元利償還金について、その50%に地方交付税措置

4

体育館空調の光熱費に交付税措置！
令和7年度から体育館の空調設備のため
の光熱費について、新たに普通交付税措
置が講じられる。

5

●2月17日 開始　●3月14日 〆切
●4月中旬内定（予定）

交
付
金
を
活
用
し
、南
城
市
馬
天
小
学
校
体

育
館
に
設
置
さ
れ
た
床
置
き
型
エ
ア
コ
ン

▶

質
問　

小
中
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設

備
設
置
に
つ
い
て
、昨
年
３
月
定
例
会

以
降
で
の
質
問
調
査
・
検
討
を
行
っ
て
い

る
の
か
伺
い
た
い
。

仲
宗
根
公
共
施
設
課
長　

令
和
８
年

度
予
算
に
向
け
た
設
計
業
務
委
託
費
の

計
上
に
つ
い
て
、財
政
課
及
び
学
校
教

育
課
と
協
議
を
行
っ
て
き
た
。今
後
の

運
用
方
法
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
、近

隣
市
町
村
の
整
備
状
況
な
ど
に
つ
い

て
、さ
ら
に
調
査
・
検
討
を
行
う
必
要

が
あ
る
。ま
た
、県
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に

お
い
て
、補
助
制
度
の
活
用
時
期
や
他

市
町
村
の
動
向
に
つ
い
て
情
報
収
集
を

質問
答弁

補
助
制
度
の
活
用
時
期
や
他
市
町
村
な
ど
の
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
る ―

 

公
共
施
設
課
長

小
中
学
校
体
育
館
の
空
調
設
備
設
置
の
調
査
・
検
討
は

答弁

一
般

質

問

６
月
定
例
会

新 垣 真一
しん　 がき    しん   いち

 議員

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

質
問　

今
後
基
本
計
画
策
定
や
整
備

方
針
な
ど
、設
置
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

仲
宗
根
公
共
施
設
課
長　

基
本
計
画

ま
た
は
基
本
設
計
な
ど
の
検
討
業
務
に

つ
い
て
、財
源
確
保
を
含
め
関
係
課
及

び
沖
縄
県
と
の
協
議
、検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
。国
や
県
の
補
助
制
度
の
活

用
を
視
野
に
入
れ
、近
隣
市
町
村
の
整

備
状
況
も
参
考
に
し
な
が
ら
、段
階
的

な
整
備
を
含
め
、設
置
に
向
け
た
検
討

が
必
要
。

質
問　

与
那
原
中
学
校
正
門
付
近
の

住
民
か
ら
猫
の
ふ
ん
尿
被
害
や
早
朝
の

鳴
き
声
が
う
る
さ
い
な
ど
の
苦
情
が
よ

せ
ら
れ
て
い
る
が
、町
と
し
て
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

安
谷
屋
生
活
環
境
安
全
課
長　
中
学
校

の
フ
ェ
ン
ス
へ
の
注
意
看
板
設
置
で
あ
っ

た
り
、県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
や
、教
頭

先
生
と
の
立
ち
会
い
の
下
、飼
い
主
へ
の

指
導
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、「
よ
な
ば
る

ネ
コ
の
会
」の
方
に
も
ご
厚
意
で
ふ
ん
尿

の
片
づ
け
や
、猫
用
ト
イ
レ
の
設
置
に
つ

い
て
も
対
応
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

質
問　

猫
撃
退
用
の
市
販
グ
ッ
ズ
を
購

入
し
て
対
応
し
て
い
る
住
民
も
い
る
。

猫
の
嫌
が
る
超
音
波
発
生
器
を
購
入
し

て
貸
し
出
し
す
る
な
ど
、予
算
の
計
上

は
あ
る
の
か
。

安
谷
屋
生
活
環
境
課
長　

猫
の
ふ
ん
尿

に
対
し
て
特
化
し
た
予
算
は
、現
時
点

で
設
け
て
い
な
い
。

質
問　

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
を
対
象
と
し

た
運
転
免
許
取
得
支
援
制
度
を
導
入

す
る
考
え
は
な
い
か
。

新
里
子
育
て
支
援
課
長　

シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
の
状
況
な
ど
は
、詳
し
く
分
析
で

き
て
い
な
い
が
、情
報
収
集
を
行
い
、就

労
支
援
の
必
要
性
を
含
め
、事
業
の
実

施
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
く
。

学校体育館への空調整備の
早期実施に向けた支援　  つのポイント

学校体育館への空調整備の
早期実施に向けた支援　  つのポイント５

募集のスケジュール

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り 

（
令
和
８
年
９
月

・
１
５
０
号
）
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与
那
原
町
産
食
材
を
活
用

し
た
防
災
食
の
備
蓄
を
！

質
問　

本
町
に
お
け
る
津
波
避
難
ビ
ル

の
指
定
状
況
と
、東
浜
地
区
に
お
け
る

津
波
避
難
ビ
ル
数
に
つ
い
て
伺
う
。ま

た
、オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
型
共
同
住
宅
が
増

加
し
て
い
る
現
状
を
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
か
伺
う
。

安
仁
屋
生
活
環
境
安
全
課
長　
津
波
避

難
ビ
ル
協
定
を
締
結
し
て
い
る
ビ
ル
は

町
内
全
17
棟
、う
ち
東
浜
地
区
は
３
棟

と
な
っ
て
い
る
。今
後
、津
波
避
難
困
難

区
域
の
解
消
を
目
指
す
上
で
、オ
ー
ト

ロ
ッ
ク
型
共
同
住
宅
に
つ
い
て
も
、協
定

書
締
結
の
対
象
候
補
と
し
て
、所
有
者

へ
協
力
を
求
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
と

町政へここが聞きたい！

質問
答弁

今
年
度
東
浜
地
区
内
に
１
棟
締
結
に
向
け
取
り
組
む ―
 

生
活
環
境
安
全
課
長

既
存
民
間
施
設
を
活
用
し
た
津
波
避
難
ビ
ル
整
備
を

一
般

質

問

６
月
定
例
会

城 間 優 希
しろ　  ま　  ゆう　  き

 議員

認
識
し
て
い
る
。

質
問　

他
自
治
体
で
は
、災
害
時
自
動

解
除
シ
ス
テ
ム
や
、ス
マ
ー
ト
ロ
ッ
ク
な

質
問　

町
産
食
材
を
活
用
し
た
非
常

食
は
、地
域
産
業
の
活
性
化
や
地
産
地

消
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、導
入
は

可
能
か
。

安
仁
屋
生
活
環
境
安
全
課
長　

一
定
期

間
保
存
が
で
き
、安
定
供
給
が
可
能
で

あ
れ
ば
防
災
備
蓄
と
し
て
活
用
可
能
と

考
え
て
い
る
。

質
問　

町
内
事
業
所
や
商
工
会
と
連

携
し
、試
験
的
導
入
や
商
品
開
発
を
進

め
る
考
え
は
あ
る
か
。

安
仁
屋
生
活
環
境
安
全
課
長　
商
工
会

や
事
業
者
と
情
報
共
有
を
図
り
な
が

ら
、試
験
的
導
入
に
つ
い
て
前
向
き
に

検
討
し
て
い
く
。

質
問　

商
品
化
に
よ
り
、防
災
備
蓄
だ

け
で
な
く
地
域
経
済
の
活
性
化
や
、ふ

る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
、与
那

原
町
独
自
の
地
域
循
環
型
防
災
モ
デ
ル

と
し
て
取
り
組
め
な
い
か
。

照
屋
町
長　

賞
味
期
限
な
ど
様
々
な

課
題
が
あ
る
と
思
う
が
、与
那
原
型
の

良
い
モ
デ
ル
に
な
る
と
思
う
の
で
、商
工

会
と
連
携
し
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
事
業

と
し
て
模
索
を
し
て
い
き
た
い
。

ど
を
活
用
し
た
事
例
が
あ
る
が
、本
町

と
し
て
そ
の
予
定
は
あ
る
か
。

安
仁
屋
生
活
環
境
安
全
課
長　

沖
縄
女

子
短
期
大
学
と
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ

い
て
議
論
を
交
わ
し
て
お
り
、今
後
は

オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
マ
ン
シ
ョ
ン
所
有
者
と
の

協
議
も
進
め
て
い
く
。

質
問　

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
な
ど
と

防
災
協
定
を
締
結
し
、津
波
避
難
体
制

を
強
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

安
仁
屋
生
活
環
境
安
全
課
長　

他
自
治

体
の
事
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
、東
浜

地
区
で
年
度
内
１
棟
を
目
標
に
協
定
締

結
へ
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

地
方
税
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

※こんな商品を作りたいというイメージです

災害時自動解錠システムの仕組み 地震発生時に建物のオートロックを自動
で解錠し、避難・救助活動を支援します。

１ 平常時（施錠状態）
通常はオートロックで建物内
の安全を確保しています。

住民の安全確保
地震発生時に迅速に避難でき、
二次災害のリスクを軽減します。

救助・消火活動の円滑化
消防・警察などがスムーズに建物
内へ進入できます。

安心・信頼の向上
防災対策の強化により、住民の安心
感と建物の価値向上につながります。

オートロックが作動し、外部か
らは解錠できない状態です。

2 地震発生（震度5強以上）
地震の揺れを感知すると、
システムが作動します。

3 制御盤が作動
感知器が地震を検知し、制御
盤が解錠信号を送信します。

４自動解錠 ５ 避難・救助活動へ
電気錠が自動的に解錠され、扉
が開放可能な状態になります。

住民の避難や、消防・救助活
動を円滑に行うことができます。

地震発生
（震度5強以上） 

感知

地震感知器
（内蔵または別置き）

制御盤（参考例） オートロックが解除され、誰でも
自由に出入りできます。

【導入のメリット】

地元の食材を活かした
美味しい防災食

非常時の備えに

家庭や施設の備え
に

そのままでもおいしく
食べられる

ふるさと納税の返
礼品にも

地域の特産品を活
かした返礼品

与那原町を応援
したい方へ

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り 

（
令
和
８
年
９
月

・
１
５
０
号
）
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学
校
給
食
と
食
育

与
那
原
小
学
校
の

　
　
　
　
環
境
整
備
を

教
員
の
働
き
方
改
革

　
授
業
時
間
の
見
直
し

質
問　
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
・

挨
拶
」な
ど
、子
ど
も
の
基
本
的
生
活

習
慣
は
徹
底
さ
れ
て
い
る
か
。

勢
理
客
教
育
指
導
主
事　

学
校
と
地

域
が
一
体
と
な
り
、日
々
の
教
育
活
動

を
通
し
て
、規
則
正
し
い
生
活
習
慣
の

大
切
さ
を
伝
え
て
い
く
。

質問
答弁

学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
り 

規
則
正
し
い
生
活
習
慣
教
え
る ―

 

教
育
指
導
主
事

子
ど
も
の
基
本
的
生
活
習
慣
は
徹
底
さ
れ
て
い
る
か

答弁

一
般

質

問

６
月
定
例
会

町
の
観
光
大
使
の
報
酬
は

子
ど
も
大
使
設
立

親
川
拝
所
の
湧
き
水
利
用
の
た
め
の

浄
水
器
設
置
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
導
入
か
ら
２

年
目
の
経
過
は

学
校
周
辺
の
防
犯
カ
メ
ラ

一
般
社
団
法
人
沖
縄
未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
の
周
知
方
法

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催
増
を

そ
の
他
の
質
問

諸見里史子
もろ み   ざと  ふみ  こ

 議員

質
問　

正
面
玄
関
が
暗
く
、電
球
の
取

り
替
え
も
高
所
に
あ
る
た
め
教
職
員
に

よ
る
交
換
作
業
が
危
険
で
あ
る
。早
急

に
改
善
し
、明
る
く
し
て
ほ
し
い
。

仲
宗
根
公
共
施
設
課
長　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

工
事
も
完
了
し
て
お
り
、大
幅
に
明
る

く
改
善
さ
れ
て
い
る
。

質
問　

教
員
の
改
革
に
お
け
る「
40
分

授
業
・
午
前
５
時
間
制
」と
は
。

大
浜
教
育
指
導
主
事　

１
コ
マ
の
授
業

時
間
を
40
分
に
短
縮
し
、午
前
中
に
５

時
間
分
の
授
業
を
集
中
し
て
行
う
仕
組

み
で
あ
る
。今
後
、各
学
校
で
無
理
・
無

駄
な
く
取
り
組
む
体
制
を
構
築
し
、働

き
方
改
革
を
進
め
て
い
く
。

質
問　

学
校
給
食
で
必
要
な
も
の
は
。

山
城
学
校
教
育
課
長　

食
育
の
観
点

か
ら
、特
に
牛
乳
の
必
要
性
や
重
要
性

な
ど
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

日　課　表 ① （8:15～12:55）
通常日課
時　程内容

１校時
２校時

３校時
４校時

給食

時　程 時　程
特別日課水曜日課クリーンデー

８：15〜８：30

８：35〜９：20

９：30〜10：15

10：15〜10：30

10：30〜11：15

11：25〜12：10

12：10〜12：25

12：25〜12：50

12：50〜12：55

８：15〜８：30

８：35〜９：20

９：30〜10：15

10：15〜10：30

10：30〜11：15

11：25〜12：10

12：10〜12：25

12：25〜12：50

12：50〜12：55

８：15〜８：30

８：35〜９：20

９：30〜10：15

10：15〜10：30

10：30〜11：15

11：25〜12：10

12：10〜12：25

12：25〜12：50

12：50〜12：55

時
間

朝の会
健康観察
読書 朝会 15

45

45

15

45

45

15

25

5

15

45

45

15

45

45

15

25

5

15

45

45

15

45

45

15

25

5

休み時間

給食準備

片付け

時
間

時
間

日　課　表 ② （12:55～15:40）
通常日課
時　程内容

清掃
休憩
５校時
６校時

下校

備考

時　程 時　程
特別日課水曜日課クリーンデー

12：55〜13：10

13：10〜13：25

13：25〜14：10

14：20〜15：05

15：05〜15：15

12：55〜13：25

13：25〜14：10

14：10〜14：20

12：55〜13：10

13：10〜13：40

13：40〜14：25

14：35〜15：20

15：20〜15：30

時
間

15

30

45

45

10

0

30

45

0

10

15

15

45

45

10帰りの会

時
間

時
間

14：45（５校時）
15：40（６校時）

14：30（５校時）
15：25（６校時）

14：30（５校時）

終礼 16：15 終礼 14：45
委員会活動 14：30
研修会議 14：45

与那原小
学校

正面玄関
が暗い

早めの改
善を！

いただきます！

おはよ
う

ござい
ます！

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り 

（
令
和
８
年
９
月

・
１
５
０
号
）
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空
き
家
の
現
状
と
活
用

急
速
に
進
め
る
国
の

公
務
員
予
備
自
衛
官
化

令和７年度

町政へここが聞きたい！

一
般

質

問

６
月
定
例
会

令和10年度

４年目

質
問　

令
和
７
年
度
国
保
税
を
７
年

ぶ
り
に
値
上
げ
し
た
現
状
を
問
う
。

照
屋
健
康
保
険
課
長　

値
上
げ
の
際
に

は
所
得
が
低
い
世
帯
に
配
慮
し
た
。納

付
率
は
令
和
６
年
度
比
較
で
、
所
得
な

し
層
は
３
・
２
ポ
イ
ン
ト
、
所
得
１
０

０
〜
２
０
０
万
円
層
は
２
・
９
ポ
イ

ン
ト
ほ
ど
そ
れ
ぞ
れ
低
下
し
た
。　

質
問　

こ
の
低
下
は
令
和
７
年
度
で

あ
っ
て
、
２
回
目
増
税
つ
ま
り
令
和
８

年
度
は
こ
れ
に
子
育
て
支
援
金
徴
収
が

上
乗
せ
さ
れ
て
、
納
付
率
は
更
に
落
ち

込
む
の
は
十
分
に
予
想
さ
れ
る
。こ
れ

を
目
の
当
た
り
に
す
る
な
ら
、町
も
深

質問
答弁

国
保
財
政
を
考
え
る
と
致
し
方
な
い
と
思
っ
て
い
る ―
 

町
長

国
保
税
の
４
年
連
続
増
税
や
め
よ
！

答弁

義
務
教
育
の
学
用
品
等
無
償
化
の
可

能
性
に
つ
い
て

学
校
体
育
館
に
冷
房
を
設
置
す
る
こ

と
の
可
能
性
に
つ
い
て

大
軍
拡
と
憲
法
改
悪
を
進
め
る
高
市

内
閣
へ
の
町
長
の
立
ち
位
置
に
つ
い
て

戦
争
と
平
和
、県
経
済
を
め
ぐ
っ
て
の

県
知
事
選
挙
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

宮 里 武 志
みや　 ざと　たけ　　し

 議員

刻
に
受
け
止
め
て
今
後
の
増
税
を
や

め
、
必
要
な
法
定
外
繰
入
を
継
続
し
、

低
所
得
層
へ
の
町
独
自
の
減
免
な
ど
思

い
切
っ
た
手
を
打
つ
べ
き
で
あ
る
。

照
屋
町
長　

法
定
外
繰
入
な
ど
、
手
立

て
が
で
き
る
部
分
は
考
え
た
い
が
、
国

保
財
政
を
考
え
る
と
、
値
上
げ
は
致
し

方
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

提
言　

値
上
げ
問
題
は
、
特
に
低
所
得

層
に
と
っ
て
相
当
深
刻
に
な
る
こ
と
か

ら
、
今
後
は
そ
の
方
策
を
と
も
に
考
え

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

質
問　

戸
建
て
空
き
家
の
現
状
を
伺

う
。

安
仁
屋
生
活
環
境
安
全
課
長　

空
き

家
問
題
は
放
置
や
老
朽
な
ど
周
辺
生

活
環
境
の
悪
化
に
つ
な
が
る
。本
町
で

常
時
不
在
の
空
き
家
は
68
棟
、
全
体
の

１
・
６
％
で
あ
る
。解
体
ま
た
は
活
用

な
ど
は
管
理
義
務
者
の
責
務
で
あ
り
、

町
が
何
ら
か
の
対
応
を
す
る
に
は
至
っ

て
い
な
い
。一
般
的
な
解
体
費
用
は
恐

ら
く
１
０
０
万
円
単
位
だ
と
認
識
し

て
い
る
。

提
言　

空
き
家
対
策
は
地
域
の
経
済

発
展
と
安
全
・
安
心
に
寄
与
す
る
と
の

観
点
で
、持
ち
主
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

住
民
と
と
も
に
問
題
解
決
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。

質
問　

今
国
会
で
成
立
し
た
「
予
備
自

衛
官
等
兼
業
特
例
法
」
は
公
務
員
を
動

員
し
や
す
く
す
る
た
め
の
手
続
き
を
大

幅
に
緩
和
す
る
も
の
で
あ
る
。仮
に
自

衛
隊
の
海
外
派
兵
が
現
実
味
を
帯
び
る

と
、
そ
の
影
響
は
予
備
自
衛
官
に
も
直

結
し
、
町
長
か
ら
み
れ
ば
子
や
孫
の
よ

う
な
職
員
が
そ
の
よ
う
な
立
場
に
置
か

れ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
が
、町
長
の

見
解
を
伺
う
。

照
屋
町
長　

予
備
自
衛
官
の
公
募
は

職
員
の
自
由
意
思
決
定
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。応
募
が
し
や
す
い
形
に
は
な
る

が
町
は
い
か
な
る
圧
力
や
強
制
も
行
う

こ
と
は
な
く
、
応
募
も
今
ま
で
と
大
き

く
変
わ
る
も
の
で
な
い
と
認
識
す
る
。

国保税４年間連続値上げ!!国保税４年間連続値上げ!!

令和８年度

令和９年度

前年

負担が…値上
げ

ST
EP
 UP

令和８年度
「子育て支援金」上乗せ

￥
￥

￥ ￥
１年目

２年目

３年目

＋
まだ上がるの？

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り 

（
令
和
８
年
９
月

・
１
５
０
号
）
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子
ど
も
の
自
殺
対
策
は

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

で
街
を
活
性
化

「
与
那
原
町
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
区
公
有
地
活
用
事
業
」

◀
施
設
の
外
観
イ
メ
ー
ジ
パ
ー
スA街区事業

質
問　

居
場
所
事
業
は
全
国
的
に
拡

大
し
て
お
り
、必
要
な
事
業
と
な
っ
て
い

る
が
、
事
業
者
は
以
下
の
同
じ
悩
み
を

抱
え
て
い
る
。

①
年
々
増
加
す
る
体
力
的
負
担

②
精
神
的
、心
理
的
負
担

③
発
達
障
害
傾
向
が
あ
る
子
ど
も
へ
の

　

接
し
方

④
家
庭
内
虐
待
が
疑
わ
れ
る
よ
う
な
サ

　

イ
ン
を
子
ど
も
か
ら
受
け
取
っ
た
際
、

　

ど
こ
ま
で
踏
み
込
ん
で
対
応
す
べ
き

　

か
の
判
断

⑤
夕
方
か
ら
の
保
護
者
と
個
別
相
談

⑥
南
部
広
域
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の

質問
答弁

今
年
度
よ
り「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
対
応―

 

子
育
て
支
援
課
長

「
子
ど
も
の
居
場
所
」事
業
者
の
負
担
軽
減
を

一
般

質

問

６
月
定
例
会

舩 谷 政 喜
ふな　 たに　 まさ　  き

 議員

巡
回
回
数
の
少
な
さ

な
ど
、課
題
を
踏
ま
え
、現
場
を
支
え
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
的
役
割
の
人
員
を

配
置
す
る
こ
と
は
可
能
か
。ま
た
、子
育

て
中
の
お
母
さ
ん
が
窓
口
で
の
相
談
後
、

逆
に
子
育
て
に
不
安
を
感
じ
て
帰
ら
れ

る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、ど

の
よ
う
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
か
。

新
里
子
育
て
支
援
課
長　

現
在
は
「
沖

縄
こ
ど
も
の
貧
困
緊
急
対
策
事
業
」
を

活
用
し
て
い
る
が
、
与
那
原
町
の
上
限

額
が
設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
他
の
事

業
を
活
用
し
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
な
ど

が
で
き
る
か
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。ま
た
、
今
年
度
よ
り
、
子
育
て
支
援

課
内
に「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」を
設

置
し
た
。今
後
は
保
護
者
の
相
談
に

乗
っ
た
う
え
で
し
っ
か
り
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

18
歳
以
下
の
死
因
で
一
番
多
い

の
は
自
殺
で
あ
り
、
２
０
２
６
年
は
自

殺
防
止
改
正
法
が
施
行
さ
れ
た
。各
自

治
体
に
も
協
議
会
設
置
の
通
知
は
届
い

て
い
る
と
思
う
が
、
本
町
で
行
っ
て
い
る

「
要
対
協
」
や
「
５
者
会
議
」
の
中
で
自

殺
対
策
に
つ
い
て
も
協
議
を
行
う
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

照
屋
健
康
保
険
課
長　
「
要
対
協
」
や

「
５
者
会
議
」
は
教
育
委
員
会
で
実
施

さ
れ
て
い
る
た
め
、
教
育
委
員
会
と
連

携
を
図
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
構
築
に

向
け
た
委
託
業
務
の
公
募
内
容
が
細
や

か
で
素
晴
ら
し
く
、
地
域
活
性
化
が
期

待
で
き
る
。こ
れ
か
ら
始
ま
る
三
街
区

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
が
成
功
す
る
よ
う
、
今
回

の
委
託
業
務
内
容
な
ど
、
三
街
区
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
者
で
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

関
わ
る
事
業
者
と
情
報
共
有
し
て
ほ
し

い
が
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

比
嘉
生
涯
学
習
振
興
課
長　
公
有
地
活

用
を
進
め
る
企
業
と
も
情
報
共
有
や
情

報
交
換
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

※

「
要
対
協
」と
は…

「
要
保
護
児
童
対
策
地

域
協
議
会
」の
省
略
。児
童
虐
待
、不
登
校
、非

行
な
ど
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
、妊
婦
を
早

期
発
見
し
、支
援
を
行
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
。

※

「
５
者
会
議
」と
は…

「
町
教
育
委
員
会
・
学

校
・
役
場
・
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
、警

察
署
」の
機
関
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。 与

那
原
町  

議
会
だ
よ
り 

（
令
和
８
年
９
月

・
１
５
０
号
）
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アンケートに
ご協力お願いします
「よなばる議会だより」に関する
ご意見・ご感想などがありました
らお聞かせください。

ア
ン
ケ
ー
ト
は

こ
ち
ら
か
ら

８日（火）～30日（水）  一般質問▶28日（月）～30日（水）9月定例会（予定）

議会報告会

皆様のご意見をお聞かせください！
■時間：18時より

上の森かなちホール
10月8日（木）開催

開催決定
町
民
の
み
な
さ
ん

気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
ね
〜

　

与
那
原
の
一
番
熱
い
夏「
与

那
原
大
綱
曳
」い
か
が
で
し
た

か
？　

大
綱
曳
は「
田
植
え
」

か
ら
始
ま
り
、豊
作
を
願
う

「
拝
み
」を
毎
月
行
い
、み
ん
な

で
つ
く
る
綱
が
あ
っ
て
こ
そ
、あ

の
興
奮
を
体
感
で
き
ま
す
。

　

さ
て
、今
回
の
表
紙
は
、知

念
高
校
ヨ
ッ
ト
部
員
が
招
待

参
加
し
た
世
界
選
手
権
大
会

の
模
様
で
す
。初
め
て
挑
戦
し

た
階
級
、艇
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

世
界
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ラ
ー
、１

１
７
艇
中
、第
10
レ
ー
ス
で
は

見
事「
16
位
」に
入
り
ま
し
た
。

聞
け
ば「
ス
タ
ー
ト
３
分
前
か

ら
の
準
備
の
仕
方
を
変
え
た
」

と
の
こ
と
。準
備
が
ど
れ
だ
け

大
事
か
、改
め
て
実
感
し
た
よ

う
で
す
。

　

大
綱
曳
も
ス
ポ
ー
ツ
も
仕

事
も「
準
備
」が
大
切
。肝
に
銘

じ
て
、こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ま

に
寄
り
添
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

議会広報常任委員会
委員 相羽 としえ

委 

員
メ

セ
ー
ジ

ッ

ヒーロー・ヒロイン

●玉城さん：先輩たちが築いてくれた連覇をつな
　げられて良かったです。

●金城さん：目標にしていた全国大会出場をこの
　仲間で叶えることが出来て嬉しいです。

●中村さん：町長杯の優勝と連覇を守れた安堵感
　と全国大会出場を嬉しく思います。

全国大会出場を決めた感想はQ

●玉城さん：３年間、一緒に乗り越えてきた３人で
　全国優勝をすること。

●金城さん：全国大会で一戦一戦、全力で戦い優
　勝すること。

●中村さん：高校でも続けて、強い選手になりた
　いので、練習を頑張っていきたい。

今後の目標はQ

●玉城さん：先輩や後輩のおかげで沖縄県代表と
　して全国大会に出場します。良い成績を残せる

　よう頑張りますので、応援お願いします。

●金城さん：先輩方にいい報告ができるよう頑張
　ります。また、活動を温かく見守ってくださる

　地域の皆様に感謝いたします。

●中村さん：これからも全力で頑張りますので応
　援よろしくお願いします。

最後に先輩や後輩、町民に一言Q

●玉城さん：何もわからない初心者の私を支えた
　くれた仲間に感謝です。

●金城さん：外部コーチの笠原先生・学校の先生
　方、そして家族に感謝しています。

●中村さん：いつも応援してくださる先生方や保護
　者に感謝しています。そして、笠原先生の教えがな

　ければ、ここまで結果を残せる選手にはなれませ

　んでした。本当にありがとうございます。

支えてくれている人たちへの思いをQ

●玉城さん：先輩に誘われて体験入部してみて、
　興味を持ちました。

●金城さん：部活動紹介動画をみて、かっこいい
　姿や楽しそうな雰囲気にひかれました。

●中村さん：小学校の時「与那原町なぎなたス
　ポーツ少年団」を見学して「かっこいいなぁ・

　やってみたいなぁ」と思いました。

なぎなたを始めたきっかけはQ

第34回 全国中学生なぎなた大会出場
JOCジュニアオリンピックカップ（開催地：滋賀県）

■
中
村 

璃
凜
さ
ん（
東
浜
区
：
写
真
右
）

■
金
城 

月
奏
さ
ん（
与
原
区
：
写
真
中
央
）

■
玉
城 

心
音
さ
ん（
大
見
武
区
：
写
真
左
）

た
ま
き

こ
と
ね

な
か
む
ら

り
り
ー

き
ん
じ
ょ
う
る
な

与那原中３年生 沖縄県代表に！

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り 

（
令
和
８
年
９
月

・
１
５
０
号
）
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発
行
／
与
那
原
町
議
会

編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会
　
☎
098-945-5775

〒
901-1392　

沖
縄
県
島
尻
郡
与
那
原
町
字
上
与
那
原
16番

地
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.tow
n.yonabaru.okinaw

a.jp/gikai/

150

よ
な
ば
る 

議
会
だ
よ
り

YONABARU GIKAI PR BOOKLET

NO.150

与

那
原町議

会

2026.9

住 み や す い ま ち へ ―あ な た の 声 を と ど け ま す

よなばるよなばる

与那原町議会ホームページ 

◀

ヒーロー・ヒロインインタビュー（与那原中３年生）

第34回 全国中学生なぎなた大会出場

中村 璃凜、金城 月奏、玉城 心音

15P

６月定例会 一般質問4〜14P

２〜３P 令和８年 第２回 定例会（６月議会）

２件の陳情審査・第２回 臨時会

地
元
の
若
き
セ
ー
ラ
ー
た
ち
世
界
の
海
へ
挑
戦

テ
ー
ザ
ー
級
世
界
選
手
権 

国
頭
大
会

テ
ー
ザ
ー
級
世
界
選
手
権 

国
頭
大
会

沖
縄
県
国
頭
村
オ
ク
マ 

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ビ
ー
チ
＆
リ
ゾ
ー
ト（
６
月
６
日
〜
12
日
）

沖
縄
県
国
頭
村
オ
ク
マ 

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ビ
ー
チ
＆
リ
ゾ
ー
ト（
６
月
６
日
〜
12
日
）

世
界
６
カ
国
か
ら
１
１
７
艇
が
参
加

知念高校ヨット部のみなさん

16
位
に
輝
い
た
野
原
愛
美 

選
手（
手
前
）／
平
良
海
咲 

選
手（
後
方
）ペ
ア

16
位
に
輝
い
た
野
原
愛
美 

選
手（
手
前
）／
平
良
海
咲 

選
手（
後
方
）ペ
ア

知念高校ヨット部顧問の
阿波連先生と作戦会議

レースに向けセッティング中

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
、ジ
ョ
ナ
サ
ン・

マ
ッ
キ
ー
選
手（
右
）に
質
問
攻
め
す
る
３
人

（
左
か
ら
＝
平
良
・
小
林
・
野
原
）選
手

招
待
参
加
し
た
知
念
高
校 

ヨ
ッ
ト
部 

第
10
レ
ー
ス
で

　

１
１
７
艇
中「
　
位
」

16

小
林
夢
奈 

選
手（
手
前
）／
平
良
海
咲 

選
手（
後
方
）

快挙!

全九州高校体育大会（九州総体）ヨット競技大会（2026年６月21日）

知念高校ヨット部   女子団体初優勝

平良・野原ペア  女子420級

初の頂点
に輝いた平

良海咲（左
）、野原愛

美（右）ペ
ア

小林シングルハンダー級
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続け後輩たち!! 次の舵取りは君たちだ!!続け後輩たち!! 次の舵取りは君たちだ!!203
4（令
和16）

年

 国民
スポー

ツ大会（沖縄）に向け

203
4（令
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年

 国民
スポー

ツ大会（沖縄）に向け

なかむら　りりー きんじょう　るな たまき　 ことね


